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ア ヒルの思 い出

副校長 土 上 智 子

杉 五小 に赴任 して2 ケ月、杉 五小 の 素晴 ら しさ

をいろいろ発見 してい る毎 日です。 その一つ に高

学年の子 ども達の低学年の子 ども達に接する態度

があ ります。 例 えば、休 み時 間 に6年 生が とて も

上手に1年 生を進んであげています。当番か と思

って聞 くと、 「違 うけ ど、 かわい いか ら。」 とい

う答 えが返 って きま した。 また、掃 除の時 間に も

6 年生が 1年生に教えて仕事を任せなが ら、で も大

事な ところはそ っと助 けてあげて い ます。心が温

かくなる、 とて もほほえま しい光景 です。

さて、話 はかわ ります が、私 は以前 にア ヒル を

飼っていた ことが あ ります。 どこかの縁 日に行 っ

た時、 出店 の一つ でピイ ピイ鳴 くひ よこをみつ け

ま した。 近 寄 って み る と、 ニ ワ トリの ひ よ こ で は

な く、 くちば しは平 た くて先 は丸 く、足 には水 か

きがついてい るアヒルの子で した。あ ま りのか わ

いさに、私 は衝動買 い をして しまい ま した。 家 に

帰って試 しに洗面器の水 に入れてみた ら、本当に

浮かんで、 アヒルのお もちゃの ようにす いすい泳

ぎます。 それはそれは愛 らしい姿で した。

大変だ ったのはそれか らで した。 ア ヒルは生 ま

れて最初 に見 た動 くもの を親 と認識す るそ うです。

ふ卵器で生まれた彼女が最初に見たのは人間だっ

たようで、人 間であ る私 を親 だ と思 ってい るよ う

なのです。 です か ら、私 の姿 がみ えな くなる と大

きな声で鳴 き続 け、私が顔 を見せ る とびた っ と鳴

きやみ ます が 、 また 見 え な くな る と鳴 き出 す とい

った始末 なのです。私 は、連れて歩 け る限 りはア

ヒルの入 ったか ごを持 って出か け、 どう して も持

っていけない ときは、 自分 の親 な どにお願 い して

預 け て い く とい う生 活 を し な くて は な らな くな り

ま した。

あ る日面 白い こ とに気 づ きま した。鳥 か ごか ら

出 して、部屋 の 中に放 してお いた ときのこ とです。

床 に座 ってい る私 の周 りを ヨチ ヨチ歩 いてい るの

ですが、私の後 ろに行 くと例 の 「ピーイ ッ ！ピー

イ ッ ！」 とい う親 を探 す鳴 き声 をあ げ、 前 に廻 っ

て きて私 の顔 を見 る と鳴 きや み ます。 そ して、勝

手 にまた後 ろに廻 って また、 「ピーイ ッ ！ピー イ

ッ ！」 と私を探すのです。私が振 り返って顔を見

ると鳴 きやみ、前 を向い て顔 が見 えな くな る とま

た鳴 き出 します。 この こ とか ら、私 のア ヒルの子

は人 間の体 全体 を親 と認識 していたので はな く、

人間の顔だ けを親 と認識 していたの だとい うこと

がわか り ま した。

そん なアヒルの子 も数 ヶ月後 には羽が生 え変わ

り、 声 変 わ り も して 「ガ ア ガ ア」 と鳴 くよ うに な

り ま した 。 体 も大 き くな り、 さす が に家 の 中 の 鳥

カゴで は飼 えな くなったので、父 に頼 んで庭 の隅

にア ヒル小屋 を作 って もらい ま した。 もちろんそ

の頃に は彼女 もすっか り自立 して、私 の後 を追 う

こ とは な くな り ま した が 、 代 わ りに私 の姿 を見 る

と、 「え さ を くれ 」 と ひ と き わ大 きな声 で 「ガ ー

アツガ ー ア ツ ！」 と鳴 くの に は参 り ま した。

子 ども達 は親や周囲の大人か らいろいろな こと

を学んで成長 していきます。杉五小の6年生の行

動は、 自分 が 1年 生 の時 に して も らった こ と、 自

分の先輩の姿 を見て、そ して根本は親や周囲の大

人達が 自分 達に接 す る態度 を見 て培 われて きた も

のだ と思い ます。

親の苦労 す る姿 を子 どもに見せ るべ きではない

と言 われる こともあ るよ うですが、私は、親は子

ど もに対 し一人の人 間 としていろいろ な姿 を見せ

るべ きなので はないか と思 ってい ます。親の仕事

を してい る姿、苦労 している姿等 を見て育て ば、

子どもはわが ままを言 わな くな り、 自分 も何か役

に立 ち た い と思 う よ うに な る の で は ない で し ょ う

か。 また、趣味 を もち楽 しんで る姿、何か に夢 中

になってい る姿等 を見 れば、子 どもも自分 な りの

楽しみ を見つ け、心 豊かな生活がで きる ようにな

る の で は な い で し ょ うか 。

教 師 も同 じです。先生 として子 ども達 に対 しき

ちん と指導す る ことも必要です。 しか し、 一人の

人間として、人生の先輩 として、本音の部分で子

ど も達 と接 す る こ と も必 要 な の で は な い で し ょう

か。私が飼っていたアヒルの子は人間の顔だけが

親だ と思 い違 い を して いま したが、周囲の大人が

子 ども達 に接 す る ときは上辺 だけ、一面だ けで な

く、一人 の人間の全体像 として生 き方 を見せ てい

くこ とが大切 だ と思 ってい ます。その ことが子 ど

も達の職業観、人生観 を育み、ひいては豊かな人

間性 を培 っ て い くこ とに な る と思 い ます 。 キ ャ リ

ア教育の重要性が言われていますが、その第一歩

は子 ども達 を取 り巻 く大人達の生 き方 だ と思 うの

です。

これか らも、杉五小 の子 ど も達 の よい ところ を

さ らに伸 ば してい きたい と思っています。

一1 －


